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2022 年 11 月 11 日 

調査結果レポート 

 

 

 

帝京大学町支研究室・横浜市教育委員会・ベネッセ教育総合研究所は、教職員の

働き方改革、よりよい教育のための教員の資質・能力の向上など、教員への期待や

要求が増え続ける中で、持続可能な学校教育の在り方に対する課題を共有し、解決

に向けて共同研究を立ち上げました。 

 テーマは、教職員の「働き方の改善」と「学びの充実」を両立できる学校づくりと

し、2022 年 2－3 月に横浜市の小学校に協力をいただき調査を行いました。 

  

■調査名：教職員の「働き方の改善」と「学びの充実」を両立できる学校づくり 

■調査概要 

 ●調査対象：横浜市内小学校 21 校 

 ●調査時期：2022 年 2 月～3 月 

 ●調査対象：小学校管理職・教職員（有効回答数：264） 

 ●調査方法：Web によるアンケート調査（無記名） 

 ●調査のポイント： 

 ・教職員の働き方（労働時間、well-being 等） 

 ・教職員の学び方（学びにつながった経験、成長実感等） 
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■なぜ「働き方の改善」と「学びの充実」の両立が重要なのか？ 

教員の働き方に関する現状 

 学校の持続可能性を揺るがす、教員の長時間労働が課題となっています。文科省

の調査（2016）によると、過労死ラインを超えて働いている小学校教員が約 40%

超いると報告されています。TALIS2018 の調査によると、日本の教員の労働時間

の合計は、国際的に見ても、突出して長くなっています。 

 また、教員を志望する学生が減っており、長時間労働のイメージは、若者を教職

という場から遠ざけているとも言われています（例えば、一般社団法人日本若者協

議会実施アンケート 2022）。教員採用試験の倍率も年々下がり続けており、一部

の自治体では倍率 1 倍前後になっています。  

今回の調査は、こうした働き方の実態について調べています。 

まずは、長時間労働を行っている教員の特徴について見てみました。  

長時間労働と心身の状態との関係 

 勤務時間については、「平均的な出勤時刻」と「平均的な退勤時刻」をもとに、

月の勤務時間を算出しました。＊１ その上で、「文科省の指針である時間外在校等

時間月 45 時間」「過労死ラインである月 80 時間」を区切りとして、勤務時間に

ついて「短群」「中群」「長群」の 3 群に分けて分析しました。  

 この勤務時間群別に、働き方に関連する項目を見てみると、以下のような結果に

なりました。  

なお、以後のグラフは、各質問に「肯定的回答をした割合」を示しています。各項目は 5段

階の選択肢（「あてはまる」「ややあてはまる」「どちらでもない」「あまりあてはまらな

い」「あてはまらない」）で問い、そのうち、「あてはまる」「ややあてはまる」と回答し

た割合の合計を示しています。  
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〇勤務時間の長い教員は、短い教員に比べて、ストレスが高い傾向にあります。 

〇現在の働き方に満足している教員は、勤務時間が長い群においては約 19％であ

るのに対し、勤務時間が短い群では、約 54％と大きな差があります。 

〇そして勤務時間の長い教員は、「自分は幸せだと感じることが多い(Well-

being)」の肯定率が、約 65％と、勤務時間の短い教員の約 76％よりも低くなって

います。 

  ※Well-being とは、幸福で肉体的、精神的、社会的にも満たされた状態のこ

とを言います。 

 このように、勤務時間が長い教員は、ストレス、満足度、well-being などの点で

苦しい傾向があり、是正が必要であることがわかります。では、長時間労働に向き

合うにはどうすればよいのでしょうか。  

長時間労働に向き合うためには？ 

① ジョブクラフティング：仕事のとらえ直し 

 勤務時間を短くするうえでのヒントを得るために、勤務時間の短い教員の特徴を

見ていきます。ここでは、勤務時間の短群と中長群の 2 群に分けて見ていきます。 

勤務時間の短群は、ジョブクラフティングを行っています。  

 

 

ジョブクラフティングとは、 

 仕事の取り組み方、関わる人間関係の在り方、仕事の意義づけという、 

 3 つの側面から、仕事をとらえ直すことです。 
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 「仕事をしやすくするために必要な作業を追加したり不必要な作業を減らしたり

する」の肯定率が約 82％と高く、勤務時間の中長群との差も大きくなっています。

さらに、勤務時間の短群の教員の約 70％が、「自分の担当する仕事を見つめ直す

ことによって、自分にとってよりやりがいのある仕事に意味づけしている」に肯定

的回答をしています。  

 

 仕事は、得てして前例踏襲に陥りがちです。この仕事はそもそも何のために行っ

ているのか、必要な仕事は何か、といったことから見つめ直したり、その仕事の意

味を改めて考えてみたりするといったことが、まずは必要であると言えるでしょう。  

② ジョブクラフティングを可能にする組織の関係性づくり 

 このような、教員個人の仕事に対する柔軟なあり方は、個人の努力だけでは限界

があるでしょう。教員個人のジョブクラフティングを支える組織はどのようなもの

でしょうか。 

 そこで、まずはジョブクラフティングに関連する 3 項目をもとに「ジョブクラフ

ティング得点」（加算平均）を算出しました。次に、組織の特徴を表す以下の表の

3 つの項目について、肯定的回答をした「肯定群」と「それ以外」の群に分けまし

た。そのうえで、各群について、ジョブクラフティング得点を見てみました。 

 

  

 

 

どの項目においても「肯定群」の方が高くなっています。この結果から推察する

と、組織において、業務の効率化が推奨される雰囲気、過去にとらわれず柔軟に考
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えることが推奨される雰囲気があることや、本音で話せる心理的安全性を感じられ

ることが鍵になりそうです。ジョブクラフティングで仕事のやり方を変えていくに

は、様々な調整が必要であり、その調整が本音ベースでできることが重要だといえ

そうです。 

 つまり、長時間労働の解決の鍵は、ジョブクラフティング行動とそれを可能にす

る組織の心理的安全性を担保できる関係づくりがポイントです。  

働き方改革は、何を見据えて行うのか 

 ここまで、長時間労働の解決について考えてきましたが、ここで改めて立ち止

まって考えてみたいことがあります。 

 そもそも、教職員にとって最大の使命は教育活動の充実にあります。つまり、子

どもたちが主体的に学べるように、教育活動を改善していくということです。特に

今は、急激な社会の変化や、新型コロナウイルス感染症が猛威をふるう中、学校で

は新しい学習指導要領に基づく教育がスタートし、GIGA スクール構想で新しい環

境や新しい学び、教育内容を導入・実現していく必要があります。  

 もちろん、長時間労働など、学校や教員の持続可能性が危ぶまれる中では、こう

したことの実現はなかなか難しいことかもしれませんが、長時間労働の是正さえす

れば良いのではなく、教育活動の充実も無視することはできないでしょう。  

 辻・町支 2019 によると、「時間外業務の削減に罪悪感やためらいを感じるか」

という問いに対し、36.6％の教員がためらいを感じると回答しています。時間を削

減すると「子どもたちのためにやれることが減ってしまい、子どもたちの成長を阻

害する」と感じていると思われます。つまり、教育活動の充実を無視した働き方改

革は、子どもの成長にやりがいを感じる教員が意気消沈したり、反発してしまった

りする可能性があります。  

 一方で、時間を削減したり、様々な仕事を効率化したり、長時間労働を是正した

りすることによって、心身が充実するとともに、生み出された時間や労力をより必

要な部分に投入し、より充実した教育活動を行える可能性も秘めています。  



7 

 

 そこで、まずは、働き方と子どもたちの成長との関係について見てみましょう。 

 勤務時間の 3 群別に、子どもたちの成長に関する項目を見てみると、以下の表の

ようになっています。  

 

 学習指導要領が示している「学び」が実現できているという実感や、子どもたち

が伸びている実感という点では、勤務時間の群別の差はほぼありません。勤務時間

を短くするだけでは、「子どもの成長」という教員の 1 番の使命を実現することに

はつながらない可能性があります。  

子どもたちの成長につながる「鍵」は、教員の学び 

 では、子どもの成長という使命につながることは、何なのでしょうか。本研究で

は、その鍵は教員の「学び」にあると考えています。 

 調査では、校内研究や校内研修、日常の対話など、様々な場を通じて「学べてい

る」かどうかを尋ねました。この質問に対する回答をもとに、学べている実感が高

い群（学び_高群）、中くらいの群（学び_中群）、低い群（学び_低群）の３グ

ループに分類しました。その 3 群について、子どもの成長に関する項目を、比較し

て見てみると、  
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 学び高群の教員の多くが、「学習指導要領が示している『学び』が実現できてい

るという実感」や、「子どもたちが伸びている実感」を感じていて、学び低群の教

員との間に圧倒的な差があります。  

 

 また、何より、学び高群の教員は、「自身の成長」を感じており、教員が「学べ

ていること」は、教員自身の成長とともに子どもの成長に結びつくと考えられます。  

 

課題は「学べている」教員は勤務時間が長くなる傾向にあること 

 しかし、一方で、懸念もあります。 

 勤務時間と学べている実感との関係について見てみると、学び高群の教員ほど、

勤務時間が長い傾向にあることがわかりました。  

 

 前述したとおり、勤務時間の長さは、ストレス等、心身に良くない影響を生じさ

せている可能性があります。そのためたとえ学べているとしても、同時に、そう

いった危険な状態にあるとすれば、それは持続可能ではないと言えるでしょう。  
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課題は「働き方の改善」と「学びの充実」を両立させること 

 ここまで見てきたことをまとめると、次の課題が浮かび上がります。  

• 「勤務時間の短い教員」ほど、ストレスが低く、Well-being が高

く、働き方の満足度も高い傾向にあるが、それだけでは、学校教育の使

命である、「これからの教育の実現や子どもの成長」には必ずしもつな

がっていない可能性がある。 

• 一方、「学べている教員」ほど、「これからの教育の実現や子どもの

成長」や、「自分自身の成長」を実感している傾向にあるが、勤務時間

が長くなる傾向にある 

 長時間労働は、重大な課題であり、その短縮が必要です。一方で、「教員が学

び、自身が成長しつつ、子どもたちの成長につなげていくこと」も必要です。一見

すると、この両者はトレードオフに陥りがちであることがわかります。学びが充実

すると勤務状況は厳しくなり、時短を進めると十分に学びづらくなる可能性があり

ます。このような状況は、持続可能性という観点で、決して望ましいものではあり

ません。 

 つまり、これらの両立を図ることが学校教育の持続可能性の観点からますます重

要であることが、この結果からわかります。 

 こうした点については、学校現場や教育行政が持っている課題感とも共通してい

ます。 

 横浜市としても、現在策定中の第４期横浜市教育振興基本計画素案の柱６「いき

いきと働き、学び続ける教職員」において、教職員の育成と働き方改革の一体的な

推進が必要と述べています。  

第 4 期横浜市教育振興基本計画素案はこちらから参照できます。 

 では、教員の働き方改革と、学びの充実を両立するにはどうすればよいのでしょ

うか。続いて、両立を実現するためのポイントについて、調査結果からひもときま

す。   

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/kyoiku/plankoho/plan/kyoikuplan/kyouikushinko.html
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■両立を実現するためのポイントとは？ 

両立している教員に注目 

 本調査では、勤務時間の他に、学び、成長することができているという実感（成

長実感）についても質問しています。時間外労働が短く（月あたりの時間外在校等

時間が文科省指針の 45 時間以内）、かつ、成長実感を持っている（成長実感を問

う質問に肯定的回答をしている）群を「両立している教員」群と定め、「両立して

いる教員」群と「そうでない」群とは、行動や意識、とりまく環境等がどのように

異なるのかを見ていくことで、その傾向を分析しました。  

 

両立している教員の意識や行動にはどういう特徴があるのか 

①「仕事のとらえ直し」（ジョブクラフティング＊） 

 まず、両立している教員と、そうでない教員とで異なっていたのは、ジョブクラ

フティングの有無でした。つまり、仕事のやり方を変えたり、よりやりがいのある

仕事に意味づけるなど、仕事に工夫を加える行動をしていることが分かりました。

これは、前回の記事でも、働き方に向き合う重要なキーであることが明らかになっ

ています。  

＊ジョブクラフティングとは、仕事の取り組み方、関わる人間関係の在り方、仕事の意義づけ

という、3 つの側面から、仕事をとらえ直すことです  
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 ただし、前述した通り、労働時間が短いほど学びを充実させづらい傾向にあり、

逆に学びを充実させようとすると労働時間も長くなりがちである傾向をふまえると、

単に労働時間を削減する方向にジョブクラフティングを行うと、結果的に学びも縮

減してしまうことも考えられます。両立している教員は、そのような状況が考えら

れる中であっても、十分に学びも充実させています。そのヒントはどこにあるので

しょうか。  

②働き方改革の先にあるのは「より良い教育」 

 

 両立している教員の特徴の一つは、働き方改革の目的に関係していると思われま

す。両立している教員は、そうでない教員より、働き方改革の目的を「より良い教

育を実現するため」と認識する傾向が強いです。  

③新たなことへのチャレンジ 

 

 両立している教員のもう一つの特徴は「新しいことへの挑戦」にあります。両立

している教員は、そうでない教員よりも前例踏襲を避けようする傾向であり、新た

なことにチャレンジしている傾向があります。  

両立している教員を支える組織の姿は？ 

 両立している教員は、仕事のやり方を工夫したり、新しいことに積極的に取り組

んだりしながら、そうした改善や挑戦の一環として働き方についても工夫を凝らし

ていると考えられます。 
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 しかし、こうした改善や挑戦は個人の努力だけでできるのでしょうか。教員がお

かれている組織にも関係があると考えられます。そこで、「両立している教員」が

組織に対してどのような認識を持っているかをとらえることを通じて、「両立して

いる教員を支える学校組織」のあり方について考えていきます。  

① 働き方の改善を推奨する組織 

 

 まず、組織として業務の効率化や柔軟なやり方を推奨し、それぞれの多様な働き

方を尊重する雰囲気があることがわかります。  

 

②一人ひとりの考えを生かし、任せる学校運営 

 

 「両立している教員を支える組織」では、その組織にとっての方針や目標がより

明確であり、共通理解がはかられていることがわかります。 

 加えて、そうした目標が、校長等のトップリーダーからもたらされたものではな

く、「自分事」になっていることも特徴であると言えます。目標自体に各メンバー

の想いが反映されているとともに、各自がその目標のもとで任されて、自らの判断

にもとづき挑戦している組織であることがわかります。  
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③助け合い、心理的安全性がある職場 

 

 両立している教員を支える組織の特徴の一つとして「心理的安全性」があると考

えられます。心理的安全性とは、組織のメンバーが自分の考えや疑問などを他者に

伝えることに対して、不安や恐怖を抱かない状態のことを言います。生産性の高い

組織の特徴としてあげられることが多いです。 

 本調査でも、心理的安全性に関する質問項目において、両立している教員は、そ

うでない教員に比べて肯定的回答の割合が高くなっています。心理的安全性の高い

組織には、「助け合い」や「挑戦」を推奨する価値観があると言われています。

「助け合い」に関する質問項目についても、また、②で見た通り「チャレンジ」の

支援に関する項目についても高い値になっており、こうした特徴とも合致していま

す。  

④日常の対話が学びの場 

 

 両立している教員は、日常の対話から学べている傾向が見て取れます。特に、管

理職との日常の対話で学べている割合が、そうでない教員に比べてかなり高くなっ

ています。  
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両立する個人と組織の在り方 

 これらの結果をふまえると、両立する個人と組織の在り方について、次の４つの

ポイントがあることが考えられます。  

１．「よりよい教育」のための働き方改善 

 現在「働き方改革」というと、得てして、労働時間を短くすることが目的になり

がちです。もちろん、現状の長時間労働の状況をふまえると、それ自体は実現せね

ばなりません。しかし、両立している教員は、単純に「時間短縮」を目的にやるこ

とを減らすことに注力するのではなく、目的を「より良い教育を実現するため」に

と捉えています。 

２．「仕事のとらえ直し（ジョブクラフティング）」とチャレンジ 

 その目的のもとで、前例踏襲とはせずに、自分なりの目標を持ったり、それぞれ

の活動の意味を問い直したりしながら、より効率的で効果的な別の方法を探った

り、新たなやり方を取り入れたり、チャレンジしています。 

３．一人ひとりの考えを生かし、任せる学校運営 

 その改善を支えているのは、①組織の目標が、共有されているだけでなく、その

策定に全員が参加し、個々の思いが反映されたものになっていること、②その目標

に向かうプロセスは組織によって統制されているのではなく、個別のやり方や判断

は教員一人一人に任されていることの 2 点です。つまり、「自分の考えが反映さ

れ、任されている」と教員自身が感じられる学校運営になっていることが大切であ

るといえます。 

４．心理的安全性のある「日常の対話」が学びの場 

 また、上述した通り、一人ひとりの考えを活かし、任せる組織のもとで、各教員

は仕事の意味を問い直しながら、柔軟に新たなチャレンジをしています。これらが

同時に学びにつながるのは、心理的安全性のもと、忌憚のない意見を本音で言い合

えるからこそ、その対話から有益なフィードバックが得られるからだと考えられま

す。結果として、管理職や同僚との日常の対話の中で学べていると考えられます。  
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＊１ 本調査では、教職員に「出勤時刻」と「退勤時刻」の回答を求める形を採り、その回答から一

日の勤務時間を算出しました。その上で、ひと月あたりの平均的な平日の日数である 22 日をかけ

て、月あたりの勤務時間を概算しました。なお、横浜市教育委員会では、IC カードで時間外在校等時

間を把握しており、例年「横浜市立学校 教職員の働き方改革プラン」の取組状況を公表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

帝京大学町支研究室・横浜市教育委員会・ベネッセ教育総合研究所 共同研究 

教職員の「働き方の改善」と「学びの充実」を両立できる学校づくり調査 

発行日： 2022 年 11 月 11 日 

©Benesse Educational Research and Development Institute 

無断転載を禁じます 


